
(57)【要約】

【課題】環状体保持装置において，内周面と外周面の中

心が異なる環状体の加工面の中心を回転機構の回転中心

に合わせること。

【解決手段】環状体を載置するチャックテーブル１０２

に，独立に移動可能な３本のチャックピンから構成され

るチャックピン群１０３を設ける。さらに，チャックテ

ーブル１０２の載置面に，チャックテーブル１０２の回

転中心を円の中心とした同心円の複数の環状位置決めマ

ーク１１４を配置する。内周面と外周面の中心が異なる

環状体の加工面を位置決めマークに合わせてチャックテ

ーブルに載置し，非加工面側からチャックピン群１０３

で固定する。

【選択図】　図４

JP 2004-338024 A 2004.12.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 加 工 環 状 体 を 載 置 す る 回 転 自 在 の 載 置 手 段 と ，
前 記 載 置 手 段 に 前 記 被 加 工 環 状 体 を 固 定 す る 固 定 手 段 と ，
を 備 え る 環 状 体 保 持 装 置 で あ っ て ，
前 記 固 定 手 段 は ２ つ 以 上 の チ ャ ッ ク ピ ン を 備 え ，
前 記 チ ャ ッ ク ピ ン は ， そ れ ぞ れ 独 立 に 前 記 載 置 手 段 の 載 置 面 を 半 径 方 向 に 移 動 し て ， 前 記
被 加 工 環 状 体 の 内 周 面 ま た は 外 周 面 の う ち 非 加 工 面 側 に 係 止 し て ， 前 記 被 加 工 環 状 体 の 加
工 面 の 曲 率 中 心 と 前 記 載 置 手 段 の 回 転 中 心 と が 合 致 す る よ う に 前 記 被 加 工 環 状 体 を 固 定 す
る こ と を 特 徴 と す る ， 環 状 体 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 載 置 手 段 は ， 傾 斜 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 環 状 体 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 載 置 手 段 は ， 被 加 工 環 状 体 の 一 部 分 を 押 し 上 げ る 押 し 上 げ 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る ， 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 環 状 体 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 載 置 手 段 の 載 置 面 に は ， 前 記 載 置 手 段 の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 同 心 円 上 に 配 置 さ れ た
複 数 の 環 状 の 位 置 決 め マ ー ク を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ， ２ ， ま た は ３ の い ず
れ か に 記 載 の 環 状 体 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
被 加 工 環 状 体 を 載 置 手 段 に 載 置 す る 載 置 工 程 と ，
前 記 載 置 手 段 の 載 置 面 を 半 径 方 向 に そ れ ぞ れ 独 立 に 移 動 す る ２ つ 以 上 の チ ャ ッ ク ピ ン を 前
記 被 加 工 環 状 体 の 内 周 面 ま た は 外 周 面 の う ち 非 加 工 面 に 係 止 さ せ て ， 前 記 被 加 工 環 状 体 の
加 工 面 の 曲 率 中 心 と 前 記 載 置 手 段 の 回 転 中 心 と が 合 致 す る よ う に 前 記 被 加 工 環 状 体 を 前 記
載 置 手 段 の 加 工 位 置 に 固 定 す る 固 定 工 程 と ， を 含 む こ と を 特 徴 と す る ， 環 状 体 保 持 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 載 置 手 段 を 傾 斜 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ５ に 記 載 の 環 状 体 保 持 方 法
。
【 請 求 項 ７ 】
被 加 工 環 状 体 の 一 部 分 を 前 記 載 置 手 段 か ら 押 し 上 げ る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る ， 請 求
項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 環 状 体 保 持 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 環 状 体 保 持 装 置 で あ っ て ， さ ら に ， 被 加 工 環 状 体 の 表
面 に 文 字 ， 記 号 ま た は 図 形 を 彫 刻 す る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 環 状 体 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ５ か ら ７ の い ず れ か に 記 載 の 環 状 体 保 持 方 法 で あ っ て ， さ ら に 被 加 工 環 状 体 の 表 面
に 文 字 ， 記 号 ま た は 図 形 を 彫 刻 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る ， 環 状 体 加 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ， 環 状 体 保 持 装 置 ， 環 状 体 保 持 方 法 ， 環 状 体 加 工 装 置 ， お よ び 環 状 体 加 工 方 法 に
関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 ， 例 え ば 結 婚 指 輪 の 内 側 に 名 前 の イ ニ シ ャ ル を 彫 る な ど ， 指 輪 等 の 被 加 工 環 状 体 （ 以
下 ， 環 状 体 と も 称 す る 。 ） の 表 面 に 文 字 等 を 彫 刻 す る こ と が 一 般 的 に 行 わ れ て い る 。 環 状
体 に ， 例 え ば レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 で 文 字 ， 記 号 ま た は 図 形 等 を 彫 刻 す る 際 は ， 環 状 体 を
保 持 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め に ， 環 状 体 を レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 の レ ー ザ 焦 点 位 置 に 保
持 す る 環 状 体 保 持 装 置 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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環 状 体 に 文 字 等 を 彫 刻 す る た め に は ， レ ー ザ 焦 点 を 環 状 体 表 面 の 彫 刻 位 置 に 合 わ せ る 必 要
が あ る 。 彫 刻 の 手 順 は ， 環 状 体 を 環 状 体 保 持 装 置 で 保 持 し ， 彫 刻 面 を レ ー ザ に 対 し て 垂 直
に し ， レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 お よ び 環 状 体 保 持 装 置 を 操 作 し て 彫 刻 位 置 に レ ー ザ 焦 点 を 合
わ せ ， レ ー ザ で 彫 刻 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
全 体 的 に 厚 さ や 幅 が 同 じ で あ る 指 輪 等 の 環 状 体 の 場 合 は ， 環 状 体 の 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心
が 同 じ で あ る 。 従 っ て ， 上 記 の 彫 刻 手 順 に よ り ， 最 初 に レ ー ザ 焦 点 を 合 わ せ た 後 に 環 状 体
保 持 装 置 を 回 転 し て 環 状 体 の 彫 刻 位 置 を 変 更 し て も ， レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 の レ ー ザ 出 射
口 と 彫 刻 位 置 と の 距 離 は 変 わ ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 指 輪 等 の 環 状 体 は ， デ ザ イ ン に よ っ て は ， 部 分 的 に 厚 さ ， 幅 が 異 な る こ と
が あ る 。 部 分 的 に 厚 さ が 異 な る 指 輪 等 の 場 合 は ， 環 状 体 の 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
と こ ろ で ， 環 状 体 の 内 周 面 側 に 彫 刻 す る 場 合 は ， 環 状 体 の 外 周 面 側 か ら 固 定 す る の が 便 利
で あ る 。 従 来 の 環 状 体 保 持 装 置 の 場 合 ， 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 環 状 体 を 外 周 面 側
か ら 保 持 す る と ， 外 周 面 の 中 心 は 回 転 中 心 と 一 致 す る が ， 内 周 面 の 中 心 は 回 転 中 心 か ら 外
れ る 。 加 工 面 が あ る 内 周 面 の 中 心 が 回 転 中 心 か ら 外 れ た 状 態 で 環 状 体 の 内 周 面 側 に 文 字 等
を 彫 刻 す る と ， 環 状 体 保 持 装 置 の 回 転 に 伴 い レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 の レ ー ザ 出 射 口 か ら 環
状 体 の 彫 刻 位 置 と の 距 離 が 変 化 し て し ま う 。 よ っ て ， 新 た な 彫 刻 位 置 は 最 初 に 設 定 し た レ
ー ザ 焦 点 か ら 外 れ て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
同 様 に ， 環 状 体 の 外 周 面 側 に 彫 刻 す る 場 合 は ， 環 状 体 の 内 周 面 側 か ら 固 定 す る の が 便 利 で
あ る 。 従 来 の 環 状 体 保 持 装 置 の 場 合 ， 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 環 状 体 を 環 状 体 の 内
周 面 側 か ら 保 持 す る と ， 内 周 面 の 中 心 は 回 転 中 心 と 一 致 す る が ， 外 周 面 の 中 心 は 回 転 中 心
か ら 外 れ る 。 加 工 面 が あ る 外 周 面 の 中 心 が 回 転 中 心 か ら 外 れ た 状 態 で 環 状 体 の 外 周 面 側 に
彫 刻 す る と ， 環 状 体 保 持 装 置 の 回 転 に 伴 い レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 の レ ー ザ 出 射 口 か ら 環 状
体 の 彫 刻 位 置 と の 距 離 が 変 化 し て し ま う 。 よ っ て ， 新 た な 彫 刻 位 置 は 最 初 に 設 定 し た レ ー
ザ 焦 点 か ら 外 れ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た ， 部 分 的 に 幅 の 異 な る 指 輪 や ， 外 周 面 が 曲 面 に 形 成 さ れ て い る 指 輪 等 の 環 状 体 の 場 合
， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル の 載 置 面 に 対 し て 環 状 体 の 加 工 面 を 所 望 の 角 度 に 安 定 し た 状 態 で 固 定
で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は ， 従 来 の 環 状 体 保 持 装 置 が 有 す る 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り ， 本 発
明 の 目 的 は ， 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 環 状 体 の 加 工 面 中 心 を ， 回 転 機 構 の 回 転 中 心
に 合 わ せ る こ と の 可 能 な ， 新 規 か つ 改 良 さ れ た 環 状 体 保 持 装 置 ， お よ び 保 持 方 法 を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に ， 本 発 明 の 別 の 目 的 は ， 部 分 的 に 幅 の 異 な る 環 状 体 ， ま た は 外 周 面 が 曲 面 に 形 成 さ
れ て い る 環 状 体 を ， 載 置 手 段 の 載 置 面 に 対 し て 所 望 の 角 度 で 安 定 的 に 固 定 す る こ と の 可 能
な ， 新 規 か つ 改 良 さ れ た 環 状 体 保 持 装 置 ， お よ び 保 持 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば ， 被 加 工 環 状 体 を 載 置 す る 回 転 自
在 の 載 置 手 段 と ，
上 記 載 置 手 段 に 上 記 被 加 工 環 状 体 を 固 定 す る 固 定 手 段 と ，
を 備 え る 環 状 体 保 持 装 置 で あ っ て ，
上 記 固 定 手 段 は ２ つ 以 上 の チ ャ ッ ク ピ ン を 備 え ，

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-338024 A 2004.12.2



上 記 チ ャ ッ ク ピ ン は ， そ れ ぞ れ 独 立 に 上 記 載 置 手 段 の 載 置 面 を 半 径 方 向 に 移 動 し て ， 上 記
被 加 工 環 状 体 の 内 周 面 ま た は 外 周 面 の う ち 非 加 工 面 側 に 係 止 し て ， 上 記 被 加 工 環 状 体 の 加
工 面 の 中 心 と 上 記 載 置 手 段 の 回 転 中 心 と が 合 致 す る よ う に 上 記 被 加 工 環 状 体 を 固 定 す る こ
と を 特 徴 と す る ， 環 状 体 保 持 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 構 成 に よ り ， 内 周 面 と 外 周 面 と で 中 心 の 異 な る 環 状 体 を ， 加 工 面 の 中 心 が 環 状 体 保
持 装 置 の 回 転 機 構 の 回 転 中 心 と 合 致 す る よ う に チ ャ ッ ク ピ ン を 調 節 し て 固 定 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た ， 上 記 載 置 手 段 は ， 傾 斜 自 在 ま た は 被 加 工 環 状 体 の 一 部 を 押 し 上 げ る 押 し 上 げ 手 段 を
備 え る よ う に 構 成 し て も よ い 。 か か る 構 成 に よ り ， 環 状 体 の 彫 刻 位 置 を レ ー ザ 焦 点 に 容 易
に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た ， 上 記 載 置 手 段 の 載 置 面 に は ， 上 記 載 置 手 段 の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 同 心 円 上 に 配 置
さ れ た 複 数 の 環 状 の 位 置 決 め マ ー ク を 備 え て も よ い 。 か か る 構 成 に よ り ， 環 状 体 の 外 周 面
ま た は 内 周 面 を 上 記 位 置 決 め マ ー ク に 合 わ せ て 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の た め ， 環 状 体
の 加 工 面 の 中 心 を 環 状 体 保 持 装 置 の 回 転 機 構 の 回 転 中 心 に 容 易 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に よ れ ば ， 被 加 工 環 状 体 を 載 置 手 段
に 載 置 す る 載 置 工 程 と ，
上 記 載 置 手 段 の 載 置 面 を 半 径 方 向 に そ れ ぞ れ 独 立 に 移 動 す る ２ つ 以 上 の チ ャ ッ ク ピ ン を 上
記 被 加 工 環 状 体 の 内 周 面 ま た は 外 周 面 の う ち 非 加 工 面 に 係 止 さ せ て ， 上 記 被 加 工 環 状 体 の
加 工 面 の 中 心 と 上 記 載 置 手 段 の 回 転 中 心 と が 合 致 す る よ う に 上 記 被 加 工 環 状 体 を 上 記 載 置
手 段 の 加 工 位 置 に 固 定 す る 固 定 工 程 と ，
を 含 む こ と を 特 徴 と す る ， 環 状 体 保 持 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
か か る 構 成 に よ り ， 内 周 面 と 外 周 面 と で 中 心 の 異 な る 環 状 体 を ， 加 工 面 の 中 心 が 環 状 体 保
持 装 置 の 回 転 機 構 の 回 転 中 心 と 合 致 す る よ う に チ ャ ッ ク ピ ン を 調 節 し て 固 定 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 に よ れ ば ， 上 記 に 記 載 の 環 状 体 保 持
装 置 で あ っ て ， さ ら に ， 被 加 工 環 状 体 の 表 面 に 文 字 ， 記 号 ま た は 図 形 を 彫 刻 す る 手 段 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る ， 環 状 体 加 工 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 ４ の 観 点 に よ れ ば ， 上 記 に 記 載 の 環 状 体 保 持
方 法 で あ っ て ， さ ら に 環 状 体 の 表 面 に 文 字 ， 記 号 ま た は 図 形 を 彫 刻 す る 工 程 を 含 む こ と を
特 徴 と す る ， 環 状 体 加 工 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な
お ， 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は ，
同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 下 に ， 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 で は ， 本 実 施 形 態 に か か る 環 状 体 保 持
装 置 を ， 指 輪 等 の 環 状 体 を 保 持 す る 指 輪 保 持 装 置 に 適 用 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま ず ， 図 １ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る 環 状 体 保 持 装 置 の 一 例 と し て 構 成 さ れ た 指 輪
保 持 装 置 １ ０ ０ の 全 体 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 な お ， 図 １ は ， 本 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保
持 装 置 １ ０ ０ を 示 す 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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図 １ に 示 す よ う に ， 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ は ， 指 輪 な ど を 載 置 す る 載 置 手 段 で あ る チ ャ ッ ク
テ ー ブ ル １ ０ ２ と ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ 上 に 指 輪 を 固 定 す る 固 定 手 段 と を 主 に 備 え る
。 固 定 手 段 は ， ３ 本 の チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ と ， チ ャ ッ ク ピ ン の 位 置 を 調 節 す る 調 節 手 段
で あ る チ ャ ッ ク ピ ン 調 節 機 構 １ ０ ６ と ， 指 輪 の 一 部 を チ ャ ッ ク テ ー ブ ル か ら 押 し 上 げ る 押
し 上 げ 手 段 で あ る 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ と ， 押 し 上 げ ピ ン の 位 置 お よ び 高 さ を 調 節 す る 調 節
手 段 で あ る 押 し 上 げ ピ ン 調 節 機 構 １ １ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。 な お ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３
は ３ 本 に 限 定 さ れ な い 。 ２ 本 以 上 で あ れ ば 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ は ， 回 転 機 構 を 備 え て お り ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 を 回 転
す る こ と が で き る 。 ま た ， 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ は ， チ ル ト 機 構 １ １ ２ を 備 え て お り ， 例 え
ば 水 平 位 置 か ら 垂 直 位 置 ま で ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 を 傾 斜 す る こ と が で き る
。 さ ら に ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に は ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 回 転 中 心 を
中 心 と し た 同 心 円 上 に ， 複 数 の 環 状 の 位 置 決 め マ ー ク １ １ ４ を 備 え る 。 指 輪 の 加 工 面 で あ
る 内 周 面 ま た は 外 周 面 を 位 置 決 め マ ー ク １ １ ４ に 合 わ せ て チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 載 置
し ， チ ャ ッ ク ピ ン 調 節 機 構 １ ０ ６ ， お よ び 押 し 上 げ ピ ン 調 節 機 構 １ １ ０ と を 操 作 し ， 指 輪
を チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に ， 図 ２ お よ び 図 ３ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ ， チ ャ ッ
ク ピ ン 調 節 機 構 １ ０ ６ お よ び 押 し 上 げ ピ ン 調 節 機 構 １ １ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 な お
， 図 ２ は ， 本 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ を 示 す 一 部 透 過 平 面 図 で あ る 。 図
３ は ， 本 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ を 示 す 一 部 透 過 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ お よ び 図 ３ は ， チ ャ ッ ク ピ ン 調 節 機 構 １ ０ ６ お よ び 押 し 上 げ ピ ン 調 節 機 構 １ １ ０ の 構
成 を わ か り や す く 説 明 す る た め ， 一 部 透 過 図 と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に ， チ ャ ッ ク ピ ン 調 節 機 構 １ ０ ６ は ， 第 １ の ク ラ ン ク 機 構 １ ２ ０ と ， 第 ２
の ク ラ ン ク 機 構 １ ２ １ と ， 第 ３ の ク ラ ン ク 機 構 １ ２ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。 ３ つ の ク ラ ン ク
機 構 は ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 回 転 中 心 を 基 点 と し て ， １ ２ ０ ° お き に 配 置 さ れ ， 互
い に 独 立 し て 動 作 す る 。 ３ つ の ク ラ ン ク 機 構 は そ れ ぞ れ ， 第 １ の チ ャ ッ ク ピ ン １ ０ ４ ， 第
２ の チ ャ ッ ク ピ ン １ ０ ５ ， 第 ３ の チ ャ ッ ク ピ ン １ ０ ７ と 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
３ つ の ク ラ ン ク 機 構 の 構 成 お よ び 作 用 は 同 一 で あ る た め ， 代 表 し て 第 １ の ク ラ ン ク 機 構 １
２ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に ， 第 １ の ク ラ ン ク 機 構 １ ２ ０ は ， 半 径 方 向 に 移 動 す る 移 動 部
材 １ ２ ４ と ， 移 動 部 材 １ ２ ４ の 移 動 量 を 調 節 す る 調 節 部 材 １ ２ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
移 動 部 材 １ ２ ４ は ， 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム や ス テ ン レ ス の よ う な 剛 性 金 属 か ら 成 り ， 内 部 に
は ネ ジ 溝 １ ６ ９ を 備 え る 。 移 動 部 材 １ ２ ４ は ， 第 １ の チ ャ ッ ク ピ ン １ ０ ４ と 連 結 し ， と も
に 移 動 す る 。 移 動 部 材 １ ２ ４ の 移 動 に よ っ て ， 第 １ の チ ャ ッ ク ピ ン １ ０ ４ を ， チ ャ ッ ク テ
ー ブ ル １ ０ ２ の 中 心 点 付 近 か ら 半 径 方 向 外 側 に 例 え ば １ ２ ｍ ｍ 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
な お 移 動 部 材 １ ２ ４ の 移 動 量 は ， 被 加 工 体 で あ る 環 状 体 の 寸 法 に 応 じ て 任 意 に 設 定 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
調 節 部 材 １ ２ ２ は ， ネ ジ 頭 １ ２ ８ と ， ネ ジ 山 が 刻 ま れ た 軸 部 １ ２ ９ と か ら 構 成 さ れ る 。 軸
部 １ ２ ９ の ネ ジ 山 は ， 移 動 部 材 １ ２ ４ に 形 成 さ れ た ネ ジ 溝 １ ６ ９ に 合 う よ う に 刻 ま れ て い
る 。 従 っ て ， 軸 部 １ ２ ９ の 動 き に 移 動 部 材 １ ２ ４ は 連 動 す る 。 ネ ジ 頭 １ ２ ８ を 回 転 さ せ る
こ と に よ っ て 軸 部 １ ２ ９ が 回 転 し ， 軸 部 １ ２ ９ の 回 転 に 連 動 し て ， 移 動 部 材 １ ２ ４ が チ ャ
ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 半 径 方 向 に 沿 っ て 進 退 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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押 し 上 げ ピ ン 調 節 機 構 １ １ ０ は ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 中 心 を 基 点 に し て ， 例 え ば 第
１ の ク ラ ン ク 機 構 １ ２ ０ と 対 面 配 置 さ れ て い る 。 押 し 上 げ ピ ン 調 節 機 構 １ １ ０ は ， 水 平 移
動 ク ラ ン ク 機 構 １ ２ ５ と ， 垂 直 移 動 ク ラ ン ク 機 構 １ ６ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
水 平 移 動 ク ラ ン ク 機 構 １ ２ ５ は ， 半 径 方 向 に 移 動 す る 水 平 方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ と ， 水 平 方
向 移 動 部 材 １ ２ ７ の 移 動 量 を 調 節 す る 水 平 方 向 調 節 部 材 １ ２ ６ と か ら 構 成 さ れ る 。 な お ，
水 平 方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ の 移 動 量 は ， 被 加 工 体 で あ る 環 状 体 の 寸 法 に 応 じ て 任 意 に 設 定 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
水 平 方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ は ， 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム や ス テ ン レ ス の よ う な 剛 性 金 属 か ら 成 り
， 内 部 に は 第 １ の ネ ジ 溝 １ ７ ０ を 備 え る 。 水 平 方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ は ， 押 し 上 げ ピ ン １ ０
８ と 連 結 し ， と も に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
水 平 方 向 調 節 部 材 １ ２ ６ は ， 第 １ の ネ ジ 頭 １ ６ ６ と ， ネ ジ 山 が 刻 ま れ た 第 １ の 軸 部 １ ６ ８
と か ら 構 成 さ れ る 。 第 １ の 軸 部 １ ６ ８ の ネ ジ 山 は ， 水 平 方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ に 形 成 さ れ た
第 １ の ネ ジ 溝 １ ７ ０ に 合 う よ う に 刻 ま れ て い る 。 従 っ て ， 第 １ の 軸 部 １ ６ ８ の 動 き に 水 平
方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ は 連 動 す る 。 第 １ の ネ ジ 頭 １ ６ ６ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 第 １ の 軸
部 １ ６ ８ が 回 転 し ， 第 １ の 軸 部 １ ６ ８ の 回 転 に 連 動 し て ， 水 平 方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ が チ ャ
ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 半 径 方 向 に 沿 っ て 進 退 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
垂 直 移 動 ク ラ ン ク 機 構 １ ６ ０ は ， 水 平 移 動 ク ラ ン ク 機 構 １ ２ ５ に 取 り 付 け ら れ ， チ ャ ッ ク
テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に 移 動 す る 第 ２ の 軸 部 １ ７ ６ と ， 第 ２ の 軸 部 １
７ ６ の 移 動 量 を 調 節 す る 垂 直 方 向 調 節 部 材 １ ６ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。 な お ， 第 ２ の 軸 部 １
７ ６ の 移 動 量 は ， 被 加 工 体 で あ る 環 状 体 の 寸 法 に 応 じ て 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
第 ２ の 軸 部 １ ７ ６ は ， 水 平 方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ と 連 結 し ， と も に 移 動 す る 。 水 平 方 向 移 動
部 材 １ ２ ７ の 移 動 に よ っ て ， 垂 直 移 動 ク ラ ン ク 機 構 １ ６ ０ を ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の
載 置 面 に 対 し て 水 平 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
垂 直 方 向 調 節 部 材 １ ６ ４ は ， 第 ２ の ネ ジ 頭 １ ７ ４ と ， ネ ジ 山 が 刻 ま れ た 第 ２ の 軸 部 １ ７ ６
と ， 水 平 方 向 移 動 部 材 １ ２ ７ の 内 部 に ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 対 し て 垂 直 方
向 に 備 え ら れ た 第 ２ の ネ ジ 溝 １ ７ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。 第 ２ の ネ ジ 溝 １ ７ ２ は ， 第 ２ の 軸
部 １ ７ ６ の ネ ジ 山 に 合 う よ う に 刻 ま れ て い る 。 第 ２ の 軸 部 １ ７ ６ は ， 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８
と 連 結 す る 。 従 っ て ， 第 ２ の 軸 部 １ ７ ６ の 動 き に 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ は 連 動 す る 。 第 ２ の
ネ ジ 頭 １ ７ ４ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 第 ２ の 軸 部 １ ７ ６ が 回 転 し な が ら チ ャ ッ ク テ ー ブ
ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に 沿 っ て 進 退 す る 。 第 ２ の 軸 部 １ ７ ６ の 進 退 に 連 動 し
て ， 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ が チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に 沿 っ て 進
退 す る 。 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ の 垂 直 移 動 に よ っ て ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 か ら
押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ が 突 出 す る 部 分 の 長 さ が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
次 に ， 図 ４ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ を 用 い て 偏 心 指 輪 １ ４
０ を チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 固 定 す る 態 様 に つ い て 説 明 す る 。 な お ， 図 ４ は ， 本 実 施 形
態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ で 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 環 状 体 ， 例 え ば 部 分 的
に 厚 さ の 異 な る 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 側 か ら チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０
２ に 固 定 し た と こ ろ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ４ に 示 す よ う に ， 装 飾 用 の 指 輪 な ど に は ， 部 分 的 に 厚 さ が 異 な る も の が あ る 。 偏 心 指 輪
１ ４ ０ は 円 周 上 の 位 置 に 応 じ て 厚 さ が 異 な る た め ， 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 。 こ の
よ う な 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 に 彫 刻 な ど の 加 工 を 施 す 場 合 に は ， 外 周 面 の 中 心 を チ ャ ッ
ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 回 転 中 心 に 合 わ せ る 必 要 が あ る 。 そ の 際 に は ， 加 工 の 邪 魔 に な ら な い
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よ う に ， 非 加 工 面 で あ る 内 周 面 側 か ら チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ で 固 定 す る 必 要 が あ る 。 以 下
に そ の 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま ず ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ を ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 中 心 付 近 に 移 動 す る 。 次 い で
， 複 数 の 位 置 決 め マ ー ク １ １ ４ の 中 で 最 も 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 の 大 き さ に 近 い も の を
選 択 す る 。 選 択 し た 位 置 決 め マ ー ク １ １ ４ の 円 周 と 指 輪 の 外 周 面 が 沿 う よ う に 偏 心 指 輪 １
４ ０ を チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 置 く 。 こ の 時 点 で ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 の 中 心 は ，
チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 回 転 中 心 と 一 致 す る 。 そ の 後 ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ の 位 置 を
調 節 し ， 内 周 面 側 か ら 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 固 定 す る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば ， チ ャ ッ ク ピ ン
群 １ ０ ３ は ， そ れ ぞ れ 個 別 に 移 動 さ せ る こ と が 可 能 な の で ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ の 調 節
を 各 チ ャ ッ ク ピ ン ご と に 行 う 。 チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 中 心 付 近 に 予 め セ ッ ト さ れ た チ
ャ ッ ク ピ ン を ， 徐 々 に 中 心 か ら 離 れ る よ う に 移 動 す る 。 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 に 達 し た
と こ ろ で 移 動 を や め る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の 作 業 を 全 て の チ ャ ッ ク ピ ン に つ い て 行 う 。 そ の 結 果 ， 予 め チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に
載 置 し た 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 位 置 を 変 え な い で 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 固 定 で き る 。 チ ャ ッ ク ピ ン
群 １ ０ ３ に は ， ゴ ム 等 の 保 護 膜 を か ぶ せ て あ る た め ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 傷 つ け る こ と は な
い 。 ま た ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ が 滑 り 落 ち る こ と も な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
次 に ， 図 ５ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ を 用 い て 偏 心 指 輪 １ ４
０ を チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 固 定 す る 別 の 態 様 に つ い て 説 明 す る 。 な お ， 図 ５ は ， 本 実
施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ で ， 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 環 状 体 ， 例 え ば
部 分 的 に 厚 さ の 異 な る 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 側 か ら チ ャ ッ ク テ ー ブ
ル １ ０ ２ に 固 定 し た と こ ろ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ５ に 示 す よ う に ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ は ， 円 周 上 の 位 置 に 応 じ て 厚 さ が 異 な る た め ， 内 周 面
と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 。 こ の よ う な 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 に 彫 刻 な ど の 加 工 を 施 す 場
合 に は ， 内 周 面 の 中 心 を チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 回 転 中 心 に 合 わ せ る 必 要 が あ る 。 そ の
際 に は ， 加 工 の 邪 魔 に な ら な い よ う に ， 非 加 工 面 で あ る 外 周 面 側 か ら チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０
３ で 固 定 す る 必 要 が あ る 。 以 下 に そ の 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま ず ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ を ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 中 心 か ら 最 も 遠 い と こ ろ に 移
動 す る 。 次 い で ， 複 数 の 位 置 決 め マ ー ク １ １ ４ の 中 で 最 も 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 の 大 き
さ に 近 い も の を 選 択 す る 。 選 択 し た 位 置 決 め マ ー ク １ １ ４ の 円 周 と 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周
面 が 沿 う よ う に 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 置 く 。 こ の 時 点 で ， 偏 心 指 輪
１ ４ ０ の 内 周 面 の 中 心 は ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 回 転 中 心 と 一 致 す る 。 そ の 後 ， チ ャ
ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ の 位 置 を 調 節 し ， 外 周 面 側 か ら 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 固 定 す る 。 本 実 施 の 形
態 に よ れ ば ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ は ， そ れ ぞ れ 個 別 に 移 動 さ せ る こ と が 可 能 な の で ， チ
ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ の 調 節 を 各 チ ャ ッ ク ピ ン ご と に 行 う 。 チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 中 心
か ら 最 も 遠 い と こ ろ に 予 め セ ッ ト さ れ た チ ャ ッ ク ピ ン を ， 徐 々 に 中 心 に 近 づ く よ う に 移 動
す る 。 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 に 達 し た と こ ろ で 移 動 を や め る 。 こ の 作 業 を 全 て の チ ャ ッ
ク ピ ン に つ い て 行 う 。 そ の 結 果 ， 予 め チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 載 置 し た 偏 心 指 輪 １ ４ ０
の 位 置 を 変 え な い で 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 に ， 図 ６ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ を 用 い て ， チ ャ ッ ク テ ー
ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 対 し て ， 指 輪 １ ５ ０ の 加 工 面 を 所 望 の 角 度 で 安 定 的 に 固 定 す る 態 様
に つ い て 説 明 す る 。 な お ， 図 ６ は ， 円 周 上 の 位 置 に 応 じ て 幅 の 異 な る 指 輪 １ ５ ０ と ， そ の
指 輪 １ ５ ０ を チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ と 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ を 用 い て チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０
２ に 固 定 し た と こ ろ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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図 ６ に 示 す よ う に ， 装 飾 用 の 指 輪 な ど に は ， デ ザ イ ン に よ っ て ， 部 分 的 に 幅 の 異 な る も の
や ， 外 周 面 が 曲 面 に 形 成 さ れ て い る も の が あ る 。 指 輪 １ ５ ０ は ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２
に 置 い た 時 に ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 対 し て 指 輪 １ ５ ０ の 加 工 面 が 傾 き ， 所
望 の 角 度 と な ら な い 場 合 が あ る 。 そ の よ う な 指 輪 １ ５ ０ を ， 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ を 用 い て
， 指 輪 １ ５ ０ の 加 工 面 が チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 対 し て 所 望 の 角 度 に な る よ う
に 固 定 す る 。 以 下 に そ の 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま ず ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 指 輪 １ ５ ０ を 載 置 し ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ を 調 節 し て
指 輪 １ ５ ０ を 固 定 す る 。 次 い で ， 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ が チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面
か ら 突 出 し な い よ う に 調 節 す る 。 そ の 後 ， 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ を ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０
２ の 載 置 面 か ら 突 出 さ せ な い 状 態 の ま ま ， 指 輪 １ ５ ０ の 真 下 に 移 動 す る 。 次 い で ， 押 し 上
げ ピ ン １ ０ ８ を 調 節 し て ， 指 輪 １ ５ ０ の 一 部 を 徐 々 に チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 か
ら 押 し 上 げ る 。 指 輪 １ ５ ０ の 加 工 面 が チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 対 し て 所 望 の 角
度 に な っ た と こ ろ で 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
次 に ， 図 ７ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ を 搭 載 し た 環 状 体 加 工 装
置 の 一 例 と し て 構 成 さ れ た ， レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 １ ３ ０ の 全 体 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
な お ， 図 ７ は ， 本 実 施 形 態 に か か る レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 １ ３ ０ を 示 す 全 体 側 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ７ に 示 す よ う に ， 本 実 施 形 態 に か か る レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 １ ３ ０ は ， 指 輪 保 持 装 置 １
０ ０ と ， レ ー ザ 発 振 器 １ ３ ２ と ， ガ ル バ ノ ス キ ャ ナ １ ３ ４ と ， Ｚ ス テ ー ジ １ ３ ６ と を 主 に
備 え る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
レ ー ザ 発 振 器 １ ３ ２ は ， 例 え ば ， Ｎ ｄ ： Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ を ， １ ０ ｋ Ｈ ｚ で ３ Ｗ の 出 力 が で き
る も の で 構 成 す る 。 そ の 場 合 ， 例 え ば 焦 点 距 離 が １ ６ ０ ｍ ｍ の ｆ θ レ ン ズ で 集 光 す る と ，
指 輪 上 に 線 幅 １ ０ ０ μ ｍ の 彫 刻 が で き る 。 ま た ， レ ー ザ 発 振 器 １ ３ ２ は ， 赤 色 レ ー ザ ダ イ
オ ー ド を 搭 載 し て い る 。 上 記 赤 色 レ ー ザ ダ イ オ ー ド を 照 射 す る こ と に よ り ， 彫 刻 に 先 立 っ
て レ ー ザ 焦 点 位 置 の 確 認 が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
Ｚ ス テ ー ジ １ ３ ６ は 電 動 で あ り ， レ ー ザ 発 振 器 １ ３ ２ の 下 に 搭 載 さ れ て い る 。 Ｚ ス テ ー ジ
１ ３ ６ の 伸 縮 に よ り ， レ ー ザ 発 振 器 １ ３ ２ お よ び ガ ル バ ノ ス キ ャ ナ １ ３ ４ と ， 指 輪 保 持 装
置 １ ０ ０ と の 距 離 を 調 節 し ， レ ー ザ の 焦 点 位 置 を 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ は ガ ル バ ノ ス キ ャ ナ １ ３ ４ に 付 属 す る レ ー ザ 出 射 口 の 下 に 配 置 さ れ る
。 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ の 構 成 部 材 で あ る チ ル ト 機 構 １ １ ２ ， お よ び 回 転 機 構 を 操 作 し て ，
彫 刻 位 置 が レ ー ザ の 焦 点 位 置 と 合 致 す る よ う に 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
次 に ， 図 ８ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ で 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 保
持 し ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ に 文 字 等 を 彫 刻 す る 態 様 に つ い て 説 明 す る 。 な お 図 ８ は ， 本 実 施 形
態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ で 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 保 持 し ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 に
レ ー ザ な ど に よ り 文 字 を 彫 刻 し て い る と こ ろ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ８ が 示 す よ う に ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 に 彫 刻 す る た め に は ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 外 周
面 側 か ら 固 定 す る 必 要 が あ る 。 本 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ に よ れ ば ， 偏 心
指 輪 １ ４ ０ を 外 周 面 側 か ら 固 定 し ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 に レ ー ザ で 文 字 な ど を 彫 刻 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
次 に ， 図 ９ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ を 搭 載 し た レ ー ザ マ ー キ
ン グ 装 置 １ ３ ０ で ， 内 周 面 と 外 周 面 で 中 心 の 異 な る 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 に 文 字 等 を 彫
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刻 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 な お ， 図 ９ は ， 本 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ を
用 い た 環 状 体 加 工 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ９ に 示 す よ う に ， ま ず ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ で は ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ を 水 平 に し て ，
被 加 工 環 状 体 体 で あ る 偏 心 指 輪 １ ４ ０ が ， 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ の 構 成 部 材 で あ る チ ャ ッ ク
テ ー ブ ル １ ０ ２ に 置 か れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ） 。 こ こ で ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ は 内 周 面 と 外
周 面 の 中 心 が 異 な る 偏 心 し た 指 輪 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
次 い で ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ で は ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 の 中 心 が ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １
０ ２ の 回 転 中 心 と 合 致 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 。 チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 備
え ら れ た 位 置 決 め マ ー ク １ １ ４ に 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 内 周 面 を 合 わ せ る こ と に よ っ て ， 中 心
の 位 置 を 合 致 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
さ ら に ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で は ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ が チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ に よ っ て チ ャ ッ
ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 固 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て ， 指 輪
１ ０ ４ の 内 周 面 の 中 心 が チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 回 転 中 心 と 合 致 し た 状 態 で ， チ ャ ッ ク
ピ ン 群 １ ０ ３ の 位 置 を チ ャ ッ ク ピ ン 調 節 機 構 １ ０ ６ に よ り 調 節 し ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 外 周
面 側 か ら 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
一 方 で ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ で は ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 の 中 心 が ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １
０ ２ の 回 転 中 心 と 合 致 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ） 。 チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 に 備
え ら れ た 位 置 決 め マ ー ク １ １ ４ に 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 を 合 わ せ る こ と に よ っ て ， 中 心
の 位 置 を 合 致 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
さ ら に ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で は ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ が チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ に よ っ て チ ャ ッ
ク テ ー ブ ル １ ０ ２ に 固 定 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て ， 偏 心
指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 の 中 心 が チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 回 転 中 心 と 合 致 し た 状 態 で ， チ ャ
ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ の 位 置 を チ ャ ッ ク ピ ン 調 節 機 構 １ ０ ６ に よ り 調 節 し ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を
内 周 面 側 か ら 固 定 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
そ の 後 ， ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ で は ， 本 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ を 搭 載 し た レ ー
ザ マ ー キ ン グ 装 置 １ ３ ０ の 照 射 位 置 ， レ ー ザ 焦 点 が ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 彫 刻 位 置 に 設 定 さ
れ る （ Ｓ ス テ ッ プ １ １ ０ ） 。 ま ず ， 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ の 構 成 部 材 で あ る チ ル ト 機 構 １ １
２ に よ っ て ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ を 保 持 し た チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 載 置 面 を 傾 斜 さ せ る 。
さ ら に ， 回 転 機 構 に よ っ て チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ を 回 転 さ せ 加 工 面 が レ ー ザ 光 軸 に 対 し
て 垂 直 に な る よ う に す る 。 次 に ， レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 １ ３ ０ お よ び Ｚ ス テ ー ジ １ ３ ６ を
操 作 し て ， レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 １ ３ ０ に 備 え ら れ て い る 赤 色 レ ー ザ ダ イ オ ー ド に よ り 照
射 位 置 ， 焦 点 位 置 を 調 整 す る 。 以 上 の 操 作 に よ っ て ， レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 １ ３ ０ の レ ー
ザ 照 射 位 置 ， 焦 点 位 置 を 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 彫 刻 位 置 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
次 い で ， ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ で は ， 偏 心 指 輪 １ ４ ０ の 外 周 面 ま た は 内 周 面 に 文 字 ま た は 図 形
な ど が 彫 刻 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
以 上 ， 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ お よ び こ れ を 用 い た 環 状 体 加 工 方
法 に つ い て 説 明 し た 。 か か る 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ を 用 い て 指 輪 を 加 工 す る 場 合 に は ， 以 下
の よ う な 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
ま ず ， か か る 加 工 作 業 で は ， 指 輪 の 内 周 面 に 彫 刻 す る 場 合 は 指 輪 の 外 周 面 側 か ら ， ま た ，
指 輪 の 外 周 面 に 彫 刻 す る 場 合 は 指 輪 の 内 周 面 側 か ら 指 輪 を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の た
め ， 彫 刻 す る 加 工 面 に 障 害 物 が 無 い の で ， 加 工 を 途 中 で 妨 げ ら れ る こ と が な く ， 容 易 か つ
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迅 速 に 彫 刻 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た ， 指 輪 の 加 工 面 の 中 心 を 指 輪 保 持 装 置 の 回 転 機 構 の 回 転 中 心 に 合 わ せ る こ と が で き る
。 こ の た め ， レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 の レ ー ザ 焦 点 を 合 わ せ た 後 に ， 回 転 機 構 を 操 作 し て 指
輪 の 彫 刻 位 置 を 回 転 移 動 し た 場 合 で も ， レ ー ザ の 出 射 口 か ら 指 輪 の 彫 刻 位 置 ま で の 距 離 が
大 幅 に 変 化 す る こ と は な く ， 再 度 レ ー ザ の 焦 点 を 合 わ せ る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は か
か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇
内 に お い て 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ ら に つ い て
も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
例 え ば ， 上 記 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 １ ０ ０ で は ， 保 持 対 象 を 指 輪 に し ， チ ャ ッ ク
ピ ン 群 １ ０ ３ お よ び 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ の 移 動 量 を ， 指 輪 を 保 持 す る の に 適 切 な 範 囲 に 設
定 し た が ， 本 発 明 は か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば ， 腕 輪 な ど の よ う な 指 輪 以 外 の 装 飾
用 環 状 体 ， ま た は 工 業 用 の 部 品 な ど の 環 状 体 を 保 持 対 象 と し ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ お よ
び 押 し 上 げ ピ ン １ ０ ８ の 移 動 量 を 大 き く ， ま た は 小 さ く な る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た ， 上 記 実 施 形 態 で は ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ を ３ 本 と し て 構 成 し た が ， 本 発 明 は か か
る 例 に 限 定 さ れ な い 。 チ ャ ッ ク ピ ン は ２ 本 以 上 で あ れ ば 環 状 体 を 固 定 す る こ と が で き る の
で ， 例 え ば ２ 本 ， ４ 本 ， ５ 本 ， ・ ・ ・ ， の チ ャ ッ ク ピ ン で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ま た ， 上 記 実 施 形 態 で は ， チ ャ ッ ク ピ ン 調 節 機 構 １ ０ ６ を ， ３ つ の ク ラ ン ク 機 構 か ら 構 成
し た が ， 本 発 明 は か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 ク ラ ン ク 機 構 の 代 わ り に ， カ ム 機 構 ， 他 の 機
械 的 な 機 構 な ど ， チ ャ ッ ク ピ ン を チ ャ ッ ク テ ー ブ ル １ ０ ２ の 半 径 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が
で き る も の で あ れ ば 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
ま た ， 上 記 実 施 形 態 で は ， チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ に ゴ ム を か ぶ せ た が ， 本 発 明 は か か る 例
に 限 定 さ れ な い 。 ゴ ム の 代 わ り に ， 例 え ば フ ェ ル ト 生 地 の よ う に 柔 ら か く ， か つ 表 面 に 凹
凸 を 持 つ 布 等 を 用 い て も よ い 。 ゴ ム や 布 だ け で は な く ， 指 輪 等 の 被 加 工 環 状 体 の 表 面 を 傷
つ け な い よ う に 保 護 し ， か つ 環 状 体 が チ ャ ッ ク ピ ン 群 １ ０ ３ か ら 滑 り 落 ち な い よ う に で き
る も の で あ れ ば 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ま た ， 上 記 実 施 形 態 で は ， レ ー ザ 発 振 器 １ ３ ２ を ， Ｎ ｄ ： Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ で ， １ ０ ｋ Ｈ ｚ で
３ Ｗ の 出 力 と し て 構 成 し た が ， 本 発 明 は か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 指 輪 の よ う な 硬 質 の 金
属 に 彫 刻 で き る も の で あ れ ば 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に ， 本 発 明 に か か る 環 状 体 保 持 装 置 は ， 内 周 面 と 外 周 面 と で 中 心 の 異 な
る 環 状 体 を 保 持 す る 際 に ， 加 工 面 の 中 心 を 環 状 体 保 持 装 置 の 回 転 機 構 の 中 心 と 合 致 さ せ る
こ と が で き る 。 こ の た め ， か か る 環 状 体 保 持 装 置 を 搭 載 し た 環 状 体 加 工 装 置 で は ， 環 状 体
へ の 加 工 作 業 が 迅 速 か つ 正 確 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は ， 一 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 を 示 す 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は ， 一 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク テ ー ブ ル を 示 す 一 部 透 過 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は ， 一 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク テ ー ブ ル を 示 す 一 部 透 過 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は ， 一 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン で ， 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 指
輪 を ， 指 輪 の 内 周 面 側 か ら チ ャ ッ ク テ ー ブ ル に 固 定 し た 態 様 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は ， 一 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン で ， 内 周 面 と 外 周 面 の 中 心 が 異 な る 指
輪 を ， 指 輪 の 外 周 面 側 か ら チ ャ ッ ク テ ー ブ ル に 固 定 し た 態 様 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 図 ６ は ， 一 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン と 押 し 上 げ ピ ン に よ っ て ， 円 周 上 の 位
置 に 応 じ て 幅 の 異 な る 指 輪 を ， チ ャ ッ ク テ ー ブ ル に 対 し て 指 輪 の 加 工 面 を 所 望 の 角 度 に し
て 固 定 し た 態 様 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は ， 一 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 を 搭 載 し た レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置 を 示
す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は ， 一 実 施 形 態 に か か る チ ャ ッ ク ピ ン で 指 輪 を 固 定 し ， レ ー ザ に よ っ て 指 輪
の 表 面 に 文 字 な ど を 彫 刻 す る 態 様 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は ， 一 実 施 形 態 に か か る 指 輪 保 持 装 置 を 用 い た 環 状 体 加 工 方 法 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 　 ： 　 指 輪 保 持 装 置
１ ０ ２ 　 ： 　 チ ャ ッ ク テ ー ブ ル
１ ０ ３ 　 ： 　 チ ャ ッ ク ピ ン 群
１ ０ ４ 　 ： 　 第 １ の チ ャ ッ ク ピ ン
１ ０ ５ 　 ： 　 第 ２ の チ ャ ッ ク ピ ン
１ ０ ６ 　 ： 　 チ ャ ッ ク ピ ン 調 節 機 構
１ ０ ７ 　 ： 　 第 ３ の チ ャ ッ ク ピ ン
１ ０ ８ 　 ： 　 押 し 上 げ ピ ン
１ １ ０ 　 ： 　 押 し 上 げ ピ ン 調 節 機 構
１ １ ２ 　 ： 　 チ ル ト 機 構
１ １ ４ 　 ： 　 位 置 決 め マ ー ク
１ ２ ０ 　 ： 　 第 １ の ク ラ ン ク 機 構
１ ２ １ 　 ： 　 第 ２ の ク ラ ン ク 機 構
１ ２ ２ 　 ： 　 調 節 部 材
１ ２ ３ 　 ： 　 第 ３ の ク ラ ン ク 機 構
１ ２ ４ 　 ： 　 移 動 部 材
１ ２ ５ 　 ： 　 水 平 移 動 ク ラ ン ク 機 構
１ ２ ６ 　 ： 　 水 平 方 向 調 節 部 材
１ ２ ７ 　 ： 　 水 平 方 向 移 動 部 材
１ ２ ８ 　 ： 　 ネ ジ 頭
１ ２ ９ 　 ： 　 軸 部
１ ３ ０ 　 ： 　 レ ー ザ マ ー キ ン グ 装 置
１ ３ ２ 　 ： 　 レ ー ザ 発 振 器
１ ３ ４ 　 ： 　 ガ ル バ ノ ス キ ャ ナ
１ ３ ６ 　 ： 　 Ｚ ス テ ー ジ
１ ４ ０ 　 ： 　 偏 心 指 輪
１ ５ ０ 　 ： 　 指 輪
１ ６ ０ 　 ： 　 垂 直 方 向 ク ラ ン ク 機 構
１ ６ ４ 　 ： 　 垂 直 方 向 調 節 部 材
１ ６ ６ 　 ： 　 第 １ の ネ ジ 頭
１ ６ ８ 　 ： 　 第 １ の 軸 部
１ ６ ９ 　 ： 　 ネ ジ 溝
１ ７ ０ 　 ： 　 第 １ の ネ ジ 溝
１ ７ ２ 　 ： 　 第 ２ の ネ ジ 溝
１ ７ ４ 　 ： 　 第 ２ の ネ ジ 頭
１ ７ ６ 　 ： 　 第 ２ の 軸 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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